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第
百
四 

  
 

Ｇ 

Ｅ 
   
 
 
 
 

一 
  

こ
こ
で
扱
う
の
は
ゼ
ネ
ラ
ル
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
（
Ｇ
Ｅ
）
社
の

こ
と
で
あ
る
。
な
か
ん
ず
く
東
京
芝
浦
電
気
と
の
提
携
に
か
か
わ
る

話
で
あ
る
。 

 

Ｇ
Ｅ
と
い
う
会
社
は
第
二
の
Ｉ
Ｂ
Ｍ
な
い
し
「
打
倒
Ｉ
Ｂ
Ｍ
」
を

標
榜
し
て
フ
ラ
ン
ス
の
マ
シ
ン
・
ブ
ル
、
イ
タ
リ
ア
の
オ
リ
ベ
ッ
テ

ィ
を
買
収
し
、
さ
ら
に
は
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
、
Ａ
Ｔ
＆

Ｔ
社
と
も
提
携
し
て
情
報
工
学
か
ら
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ま
で
に
領

域
を
広
げ
た
。 

 

こ
れ
ほ
ど
に
ぎ
に
ぎ
し
く
電
子
計
算
機
事
業
を
始
め
、
た
い
へ
ん

な
力
を
注
い
だ
の
だ
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
っ
さ
り
と
撤
退
し

た
。
そ
の
背
景
に
何
が
あ
っ
た
の
か
、
情
報
産
業
史
上
の
謎
の
一
つ

と
言
っ
て
い
い
。 

 

こ
の
会
社
が
電
子
計
算
機
事
業
を
始
め
る
き
っ
か
け
が
銀
行
向
け

の
手
形
読
取
装
置
だ
っ
た
こ
と
、
そ
の
装
置
を
日
本
で
は
総
合
商
社

の
丸
紅
が
扱
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
は
前
の
節
で
書
い
た
。 

 

磁
気
イ
ン
ク
文
字
読
取
装
置
「
Ｅ
Ｒ
Ｍ
Ａ
」
は
、
そ
の
制
御
装
置

「
Ｇ
Ｅ
２
１
０
」
と
組
み
合
わ
せ
て
販
売
さ
れ
た
。
Ｇ
Ｅ
２
１
０
は

集
計
、
並
び
替
え
な
ど
が
可
能
な
電
子
計
算
機
だ
っ
た
が
、
Ｇ
Ｅ
社

は
こ
れ
を
セ
ッ
ト
に
し
て
「
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｒ
」
と
呼
ん
だ
。「M

agnetic 
Ink 

Character 
Reader

」
の
頭
文
字
を
取
っ
た
。 
 

処
理
能
力
は
Ｅ
Ｒ
Ｍ
Ａ
一
台
当
た
り
毎
分
一
千
二
百
枚
だ
っ
た
。

こ
の
と
き
Ｇ
Ｅ
社
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
に
特
殊
な
字
体
を
作
り
出
し

た
。
Ｄ
と
Ｏ
、
Ｅ
と
Ｆ
、
Ｉ
と
Ｔ
、
Ｍ
と
Ｎ
な
ど
計
算
機
が
読
取
る

に
は
紛
ら
わ
し
い
文
字
に
特
徴
を
持
た
せ
た
。
こ
ん
に
ち
の
Ｏ
Ｃ
Ｒ

文
字
と
い
え
ば
分
か
り
が
早
い
。 

 

当
時
、
世
界
最
大
規
模
と
い
わ
れ
た
バ
ン
ク
・
オ
ブ
・
ア
メ
リ
カ

が
導
入
し
、
そ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
全
米
の
主
要
な
銀
行
が
競

う
よ
う
に
し
て
採
用
し
た
。
東
京
芝
浦
電
気
が
電
子
計
算
機
事
業
分

野
で
提
携
を
打
診
し
て
い
た
一
九
六
三
年
の
時
点
で
、
Ｇ
Ｅ
社
の
Ｍ

Ｉ
Ｃ
Ｒ
は
全
米
二
十
六
行
で
計
八
十
シ
ス
テ
ム
が
動
い
て
い
た
。 

 

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｒ
で
自
信
を
得
た
Ｇ
Ｅ
社
が
取
り
組
ん
だ
の
は
事
務
処
理

用
の
計
算
機
と
生
産
制
御
用
の
機
器
だ
っ
た
。
事
務
処
理
用
計
算
機

は
一
九
六
〇
年
に
製
品
化
さ
れ
「
Ｇ
Ｅ
２
２
５
」
の
名
称
で
販
売
さ

れ
た
。
同
じ
く
六
三
年
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
世
界
で
約
百
五
十
台
が

稼
動
し
て
い
た
。 

 

一
方
の
生
産
制
御
用
機
器
は
、
何
せ
Ｇ
Ｅ
社
そ
の
も
の
が
最
大
に

し
て
最
高
の
ユ
ー
ザ
ー
だ
っ
た
。
自
社
の
生
産
現
場
か
ら
吸
収
し
た
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ニ
ー
ズ
と
ノ
ウ
ハ
ウ
が
た
だ
ち
に
装
置
に
反
映
さ
れ
、
ば
か
り
で
な

く
電
力
、
石
油
化
学
、
航
空
機
な
ど
Ｇ
Ｅ
社
が
受
注
し
た
大
型
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
実
証
の
場
に
な
っ
た
。 

 

当
時
の
記
録
に
よ
る
と
、
全
世
界
で
「
プ
ロ
セ
ス
・
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
と
考
え
ら
れ
る
も
の
」
は
三
百
四
十
台
が
稼
動
し
て
い
て
、
そ
の

う
ち
五
十
六
台
が
Ｇ
Ｅ
社
製
だ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
単
純
に
計
算

す
る
と
一
六
・
五
％
の
シ
ェ
ア
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

 

電
子
計
算
事
業
部
は
ア
リ
ゾ
ナ
州
の
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
に
あ
っ
た
。

も
と
も
と
そ
こ
に
は
Ｇ
Ｅ
社
の
重
電
部
門
の
工
場
が
あ
っ
た
。
そ
こ

に
電
子
計
算
機
と
生
産
制
御
用
機
器
の
生
産
ラ
イ
ン
を
増
設
し
た
の

で
あ
る
。 

 

当
初
は
生
産
ラ
イ
ン
の
み
だ
っ
た
が
、
六
〇
年
代
に
入
る
と
シ
ス

テ
ム
開
発
や
フ
ィ
ー
ル
ド
・
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
が
拡
大
し
た
た
め
、

セ
ー
ル
ス
マ
ン
や
サ
ー
ビ
ス
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
養
成
機
関
「
Ｇ
Ｅ
高

等
電
子
工
学
セ
ン
タ
ー
」
が
作
ら
れ
た
。 

 

余
談
だ
が
、
ゴ
ル
フ
の
ク
ラ
ブ
に
「
パ
タ
ー
」
と
い
う
も
の
が
あ

る
。
そ
れ
を
考
案
し
た
カ
ー
ス
テ
ン
・
ソ
ル
ハ
イ
ム
は
、
こ
の
教
育

機
関
で
研
修
を
受
け
、
一
九
六
三
年
の
現
在
、
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
の
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
・
デ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン
で
電
子
計
算
機
の
次
期
モ
デ
ル
「
Ｇ

Ｅ
２
３
５
」
の
開
発
に
い
そ
し
ん
で
い
た
。 

 

同
社
が
他
の
電
子
計
算
機
メ
ー
カ
ー
と
異
な
っ
た
の
は
、
ま
ず
自

ら
が
世
界
最
大
規
模
の
計
算
機
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
っ

た
。
自
社
製
の
計
算
機
五
十
台
の
ほ
か
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
や
ス
ペ
リ
ー
ラ

ン
ド
社
の
真
空
管
式
計
算
機
が
百
台
以
上
も
動
い
て
い
た
。 

 

ユ
ー
ザ
ー
の
立
場
で
シ
ス
テ
ム
を
構
築
で
き
る
の
が
最
大
の
強
み

だ
っ
た
。
ユ
ー
ザ
ー
・
オ
リ
エ
ン
テ
ッ
ド
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
、
こ
ん

に
ち
言
う
と
こ
ろ
の
「
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
」
の

開
発
力
と
、
重
機
械
・
重
電
ま
で
を
含
む
総
合
力
が
売
り
物
だ
っ
た
。 

 

さ
ら
に
サ
ー
ビ
ス
ビ
ュ
ー
ロ
ー
に
力
を
入
れ
て
い
た
。
全
米
に
計

算
機
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
計
算
機
を
購
入
す
る
資
力
が
な
い
中
堅

企
業
を
対
象
に
、
計
算
処
理
業
務
を
受
託
す
る
サ
ー
ビ
ス
だ
っ
た
。 

 

当
時
か
ら
通
信
回
線
で
端
末
を
結
ぶ
Ｔ
Ｓ
Ｓ
（T

im
e Sharing 

Service

）
処
理
を
実
施
し
、
計
算
機
の
設
置
場
所
を
「
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
セ
ッ
シ
ン
グ
・
セ
ン
タ
ー
」（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
）
と
呼

ん
で
い
た
の
だ
か
ら
、
そ
の
分
野
で
は
先
駆
け
的
な
企
業
だ
っ
た
。 

  
 
 
 
 

二 
  

さ
て
、
東
京
芝
浦
電
気
で
あ
る
。 

 
ス
ペ
リ
ー
ラ
ン
ド
社
と
の
提
携
交
渉
は
六
〇
年
の
始
め
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
て
い
た
が
、
出
資
比
率
を
め
ぐ
っ
て
妥
協
点
が
見
出
せ
な
か

っ
た
。
と
も
に
合
弁
会
社
の
資
本
の
五
一
％
を
主
張
し
て
譲
ら
な
か

っ
た
。 

 

事
業
の
内
容
や
技
術
の
供
給
体
制
、
あ
る
い
は
製
品
の
販
売
に
つ



＝巻之十四 葦牙＝ 

 52 

い
て
意
見
が
合
わ
な
い
と
い
う
な
ら
交
渉
の
余
地
は
あ
る
の
だ
が
、

出
資
比
率
と
な
っ
て
は
も
は
や
数
字
の
問
題
に
過
ぎ
な
く
な
る
。 

交
渉
が
難
航
し
て
い
た
六
一
年
の
七
月
、
三
井
物
産
の
技
術
室
に
い

た
上
原
保
夫
と
い
う
人
物
が
、 

 

―
―
Ｇ
Ｅ
と
い
う
会
社
の
こ
と
を
研
究
し
て
み
て
は
ど
う
か
。 

 

と
言
っ
て
き
た
。 

 

そ
れ
は
電
子
計
算
機
そ
の
も
の
の
こ
と
で
は
な
く
、
生
産
制
御
用

の
装
置
に
つ
い
て
だ
っ
た
。 

 

―
―
御
社
と
事
業
形
態
が
よ
く
似
て
い
る
。 

 

と
い
う
の
で
あ
る
。 

 

重
電
部
門
が
あ
り
、
家
電
や
通
信
機
器
な
ど
弱
電
部
門
が
あ
る
。

真
空
管
も
作
っ
て
い
る
。
大
口
の
得
意
先
が
電
力
、
石
油
化
学
で
あ

る
点
も
よ
く
似
て
い
る
。
く
わ
え
て
歴
史
的
な
つ
な
が
り
も
あ
る
。 

 

―
―
提
携
す
る
考
え
が
あ
る
な
ら
仲
介
す
る
が
、
ど
う
か
。 

 

こ
の
話
を
最
初
に
受
け
た
東
芝
の
窓
口
は
、
電
機
技
師
長
の
宮
本

茂
業
だ
っ
た
。
宮
本
は
電
力
に
関
す
る
専
門
技
術
者
と
し
て
、
こ
の

時
点
で
Ｇ
Ｅ
社
に
強
い
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
ス
ペ
リ
ー
ラ

ン
ド
社
と
の
交
渉
が
行
き
詰
ま
り
を
見
せ
始
め
た
同
年
秋
口
を
境
に
、

彼
は
社
内
で
「
Ｇ
Ｅ
が
あ
る
」
と
し
き
り
に
口
に
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。 

 

ス
ペ
リ
ー
ラ
ン
ド
社
と
の
提
携
交
渉
が
物
別
れ
に
終
わ
っ
た
の
は

六
一
年
十
二
月
で
あ
る
。 

 

 

翌
六
二
年
五
月
の
こ
と
、
三
井
物
産
の
上
原
が
Ｇ
Ｅ
社
の
プ
ロ
セ

ス
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
部
門
の
三
人
を
引
き
連
れ
て
東
芝
本
社
を
訪
問

し
た
。
Ｇ
Ｅ
社
は
東
京
電
力
の
横
須
賀
火
力
発
電
所
（
神
奈
川
県
）

と
中
部
電
力
の
尾
鷲
火
力
発
電
所
（
三
重
県
）
か
ら
発
電
装
置
な
ど

一
式
を
受
注
し
て
い
た
関
係
か
ら
、
重
電
部
門
と
制
御
機
器
部
門
の

幹
部
を
日
本
に
派
遣
し
た
わ
け
だ
っ
た
。 

 

こ
の
と
き
正
式
に 

 

「
東
芝
と
Ｇ
Ｅ
と
の
間
で
、
プ
ロ
セ
ス
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
つ
い

て
提
携
交
渉
を
始
め
た
い
」 

 

と
い
う
申
し
入
れ
が
あ
っ
た
。 

 

宮
本
ら
は
当
初
か
ら
Ｇ
Ｅ
社
と
の
提
携
に
乗
り
気
だ
っ
た
が
、
い

ざ
正
式
な
交
渉
と
な
る
と
経
営
ト
ッ
プ
の
裁
可
を
仰
が
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
稟
議
書
が
起
草
さ
れ
、
社
長
・
岩
下
文
雄
の
机
上
に
乗
っ

た
の
は
七
月
に
入
っ
て
だ
っ
た
。 

 

岩
下
は
「
打
倒
・
日
立
」
に
執
念
を
燃
や
し
、 

 

「
日
本
の
Ｇ
Ｅ
に
な
る
」 

 

が
口
癖
だ
っ
た
。 

 
Ｇ
Ｅ
社
か
ら
正
式
に
提
携
の
打
診
が
き
た
と
聞
い
て
小
躍
り
し
た
。

ま
し
て
彼
は
「
そ
れ
行
け
ド
ン
ド
ン
」
の
タ
イ
プ
の
経
営
者
で
、
六

二
年
の
春
に
は
過
去
最
高
の
四
千
二
百
人
と
い
う
大
量
採
用
を
断
行

し
、
増
資
を
重
ね
る
な
ど
拡
張
路
線
を
突
っ
走
っ
て
い
た
。 

 

否
や
は
な
か
っ
た
。 
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八
月
に
裁
可
が
下
っ
た
。 

 
「
前
向
き
に
進
め
ろ
」 

 
た
だ
ち
に
提
携
交
渉
準
備
チ
ー
ム
が
編
成
さ
れ
た
。 

 

電
子
機
器
技
術
部
の
山
中
和
正
（
の
ち
第
二
電
算
機
シ
ス
テ
ム
技

術
部
長
）、
火
力
技
術
部
の
松
本
吉
弘
の
二
名
が
Ｇ
Ｅ
社
で
研
修
を

受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
二
人
が
羽
田
を
飛
び
立
っ
た
の
は
九
月
二

十
九
日
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。 

 

二
人
は
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
で
十
週
間
の
講
習
を
受
け
、
そ
の
間
に
さ

ま
ざ
ま
な
調
査
を
し
た
。
十
二
月
に
帰
国
し
た
と
き
の
報
告
書
に
は 

 

「
Ｇ
Ｅ
の
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
に
関
す
る
技
術
力
は
当
社
と
顕
著
な
相

違
は
な
い
。
し
か
し
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
Ｇ
Ｅ
社
と
の
提
携
は
強
力

に
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
は
主
に
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
立
場

か
ら
で
、
こ
の
面
で
は
彼
ら
に
数
日
の
長
が
あ
る
」 

 

と
書
か
れ
て
い
た
。 

 

興
味
深
い
の
は
、
こ
の
時
点
で
Ｇ
Ｅ
社
、
東
芝
と
も
に
提
携
交
渉

の
テ
ー
マ
だ
っ
た
の
は
、
電
力
、
石
油
化
学
な
ど
大
型
プ
ラ
ン
ト
の

制
御
機
器
に
つ
い
て
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
が
事
務
処
理
用
の

計
算
機
に
ま
で
拡
大
し
た
の
は
、
六
三
年
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
ら

し
い
。 

 

お
そ
ら
く
そ
れ
は
重
電
、
制
御
機
器
部
門
で
Ｇ
Ｅ
社
と
の
提
携
交

渉
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
耳
に
し
た
担
当
役
員
・
菅
要
介
が
発
案
し

た
に
違
い
な
い
。 

  
 
 
 
 

三 
  

菅
は
、
他
の
国
産
メ
ー
カ
ー
に
比
べ
や
や
遅
れ
を
取
っ
て
い
る
自

社
の
電
子
計
算
機
事
業
に
焦
り
を
覚
え
て
い
た
。 
 

開
発
チ
ー
ム
は
Ｔ
Ａ
Ｃ
の
失
敗
か
ら
よ
う
や
く
立
ち
直
っ
て
い
た
。

す
な
わ
ち
五
二
年
入
社
の
天
羽
浩
平
、
池
田
謹
之
助
、
金
子
昭
夫
と

い
っ
た
若
手
技
術
者
が
成
長
し
て
磁
気
ド
ラ
ム
装
置
を
実
装
し
た
真

空
管
式
の
試
作
機
「
Ｔ
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｃ
―
Ｄ
」、
京
都
大
学
の
萩
原
研
究

室
と
天
羽
浩
平
が
共
同
で
取
り
組
ん
だ
「
Ｋ
Ｔ
―
パ
イ
ロ
ッ
ト
」、

府
中
事
業
所
の
新
井
正
な
ど
が
取
り
組
ん
で
い
た
ア
ナ
ロ
グ
式
計
算

機
「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｃ
」
な
ど
で
あ
る
。 

 

こ
う
し
た
実
験
機
や
試
作
機
の
開
発
を
通
じ
て
再
び
社
内
に
は
独

自
の
技
術
が
蓄
積
さ
れ
て
い
っ
た
。
自
社
製
の
電
子
計
算
機
に
付
け

る
ブ
ラ
ン
ド
は
「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｂ
Ａ
Ｃ
」（T

oshiba Business A
utom

ati 
c Com

puter

）
と
決
ま
り
、
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
で
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
・
サ
イ
エ
ン
ス
を
学
ん
で
帰
国
し
た
天
羽
浩
平
を
リ
ー
ダ
ー
に
事

務
用
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
式
計
算
機
「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｂ
Ａ
Ｃ
―
２
１
０
０
」、

科
学
計
算
向
け
の
「
同
―
３
１
０
０
」、
事
務
計
算
向
け
の
「
同
―

４
２
０
０
」
を
製
品
化
し
た
。 

 

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｂ
Ａ
Ｃ
―
２
１
０
０
は
そ
も
そ
も
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
の
Ｐ
Ｃ
Ｓ

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
日
本
統
計
機
の
流
れ
を
汲
む
今
岡
記
念
室
の
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グ
ル
ー
プ
が
開
発
し
て
い
た
も
の
だ
っ
た
。
ラ
ジ
オ
用
に
作
っ
た
ト

ラ
ン
ジ
ス
タ
を
改
良
し
た
も
の
で
、
そ
こ
に
天
羽
の
知
識
が
生
か
さ

れ
た
。 

 

五
九
年
三
月
に
完
成
し
た
一
号
機
は
神
奈
川
県
商
工
指
導
所
に
、

二
号
機
は
東
京
・
巴
町
に
あ
っ
た
日
本
電
子
工
業
振
興
協
会
電
子
計

算
機
セ
ン
タ
ー
に
そ
れ
ぞ
れ
納
入
さ
れ
て
い
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
配

線
方
式
、
つ
ま
り
Ｐ
Ｃ
Ｓ
の
ワ
イ
ヤ
リ
ン
グ
を
継
承
し
て
い
た
。 

 

同
―
３
１
０
０
は
六
〇
年
に
一
号
機
が
完
成
し
た
。
二
百
キ
ロ
ヘ

ル
ツ
の
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
回
路
、
ス
ト
ア
ド
プ
ロ
グ
ラ
ム
方
式
を
採
用

し
磁
気
ド
ラ
ム
装
置
を
装
備
し
て
い
た
。 

  

磁
気
ド
ラ
ム
装
置
は
ア
メ
リ
カ
製
が
手
に
入
ら
ず
、
北
辰
電
機
に

製
造
を
依
頼
し
た
。
北
辰
電
機
は
見
よ
う
見
ま
ね
で
文
字
通
り
ド
ラ

ム
缶
と
同
じ
よ
う
な
大
き
さ
の
装
置
を
作
っ
て
き
た
。
記
憶
容
量
は

三
百
キ
ロ
ビ
ッ
ト
ほ
ど
だ
っ
た
。
浮
動
磁
気
ヘ
ッ
ド
が
登
場
す
る
前

の
こ
と
で
、
構
造
的
に
ヘ
ッ
ド
ギ
ャ
ッ
プ
を
確
保
し
た
。 

 

そ
の
た
め
に
毎
朝
起
動
す
る
と
き
熱
平
衡
に
達
す
る
ま
で
時
間
が

か
か
り
、
動
き
出
す
ま
で
が
た
い
へ
ん
だ
っ
た
。 

  

と
『
東
芝
電
子
計
算
機
事
業
史
』
は
記
す
。 

 

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
は
当
初
は
機
械
語
だ
っ
た
が
、
出
荷
時
に

は
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
Ｍ
Ｂ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
を
改
良
し
た
「
Ｓ
Ｉ
Ｐ
」
を
イ
ン
プ
リ
メ

ン
ト
し
、
の
ち
に
Ｉ
Ｂ
Ｍ
６
５
０
用
の
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｐ
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
。

ま
た
技
術
計
算
用
と
し
て
Ａ
Ｌ
Ｇ
Ｏ
Ｌ
６
０
を
採
用
し
た
。
こ
の
マ

シ
ン
は
自
社
で
の
利
用
の
ほ
か
計
十
セ
ッ
ト
が
販
売
さ
れ
た
。 

 

電
子
計
算
機
に
取
り
組
む
人
々
に
手
ご
た
え
を
与
え
た
の
は
「
Ｔ

Ｏ
Ｓ
Ｂ
Ａ
Ｃ
―
４
２
０
０
」
で
あ
ろ
う
。 
 

電
子
機
器
技
術
部
に
設
置
さ
れ
た
電
子
計
算
機
課
が
総
力
を
あ
げ

て
開
発
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｂ
Ａ
Ｃ
―
３
１
０
０
の
回
路

を
使
い
、
磁
気
コ
ア
メ
モ
リ
ー
、
磁
気
テ
ー
プ
装
置
、
ラ
イ
ン
プ
リ

ン
タ
ー
、
紙
カ
ー
ド
穿
孔
装
置
な
ど
で
シ
ス
テ
ム
を
構
成
し
た
。 

 

一
号
機
が
完
成
し
た
の
は
六
一
年
で
、
兵
庫
県
西
宮
市
役
所
、
東

京
都
渋
谷
区
、
墨
田
区
、
江
東
区
な
ど
地
方
公
共
団
体
が
相
次
い
で

導
入
し
、
以
後
五
年
間
で
約
六
十
セ
ッ
ト
、
最
終
的
に
は
百
セ
ッ
ト

を
超
え
る
ヒ
ッ
ト
と
な
っ
た
。 

 

こ
う
し
た
わ
け
だ
っ
た
か
ら
、
電
子
計
算
機
課
は
自
社
開
発
に
自

信
を
回
復
し
つ
つ
あ
っ
た
の
だ
が
、
大
型
機
の
市
場
で
は
Ｉ
Ｂ
Ｍ
、

Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｃ
に
太
刀
打
ち
で
き
な
い
。
そ
こ
で
経
営
陣
は
Ｇ
Ｅ
社

の
マ
シ
ン
を
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｂ
Ａ
Ｃ
ブ
ラ
ン
ド
で
売
れ
な
い
か
、
と
考
え
た
。

中
型
機
で
得
た
自
信
が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
、
そ
の
勢
い
で
大
型
機
市

場
に
食
い
込
む
こ
と
を
意
図
し
た
の
で
あ
る
。 

 
―
―
Ｇ
Ｅ
社
を
視
察
に
行
こ
う
。 

 

と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

担
当
役
員
に
任
じ
ら
れ
た
菅
要
介
を
団
長
に
、
機
器
事
業
部
長
・
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西
沢
純
三
郎
、
通
信
機
特
機
部
の
牧
野
雄
一
ら
が
ア
リ
ゾ
ナ
州
フ
ェ

ニ
ッ
ク
ス
に
出
発
し
た
の
は
六
三
年
の
九
月
だ
っ
た
。 

 
こ
の
前
後
の
詳
細
は
『
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｂ
Ａ
Ｃ
余
話
』
に
も
記
載
が
な
い

の
で
不
明
だ
が
、
事
務
レ
ベ
ル
で
の
提
携
交
渉
は
か
な
り
細
か
な
と

こ
ろ
ま
で
具
体
的
に
進
ん
で
い
た
。
と
い
う
の
は
翌
十
月
に
成
案
が

ほ
ぼ
ま
と
ま
り
、
そ
の
直
後
に
行
わ
れ
た
ト
ッ
プ
会
談
で
基
本
合
意

が
確
認
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。 

 

そ
の
内
容
は
次
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。 

  

一
、
技
術
供
与
と
特
許
実
施
許
諾
期
間
を
設
け
る
。 

 

一
、
技
術
供
与
機
種
と
製
品
の
販
売
地
域
を
限
定
す
る
。 

 

一
、
Ｇ
Ｅ
社
が
東
芝
以
外
の
企
業
に
も
技
術
供
与
す
る
こ
と
を
認 

 
 
 

め
る
。 

 

こ
れ
に
よ
り 

  

・
Ｇ
Ｅ
２
２
５
は
「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｂ
Ａ
Ｃ
―
５
２
０
０
」 

 

・
Ｇ
Ｅ
２
３
５
は
「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｂ
Ａ
Ｃ
―
５
３
０
０
」 

 

・
Ｇ
Ｅ
４
０
０
は
「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｂ
Ａ
Ｃ
―
５
４
０
０
」 

 

・
Ｇ
Ｅ
Ｐ
Ａ
Ｃ
４
０
０
０
は
「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｂ
Ａ
Ｃ
―
７
０
０
０
」 

  

と
い
う
名
で
東
芝
を
窓
口
と
し
て
販
売
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

併
せ
て
マ
ツ
ダ
研
究
所
、
今
岡
記
念
室
、
通
信
機
技
術
部
特
器
課
、

機
器
事
業
部
電
子
計
算
機
課
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
た
ち
を
結
集
し
て
、
電

子
計
算
機
事
業
部
を
発
足
さ
せ
る
準
備
が
着
々
と
進
め
ら
れ
た
。 

 

た
だ
し
契
約
が
成
立
し
て
も
た
だ
ち
に
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
た
わ

け
で
は
な
か
っ
た
。
通
産
省
の
認
可
や
外
国
為
替
審
議
会
な
ど
の
許

可
が
必
要
だ
っ
た
。
さ
ら
に
Ｇ
Ｅ
社
が
技
術
情
報
を
出
し
渋
っ
た
。 

 

こ
の
た
め
に
菅
要
介
や
西
沢
純
三
郎
ら
は
通
産
省
に
厖
大
な
資
料

を
出
し
、
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
に
駐
在
員
を
送
り
込
ん
だ
。
電
子
計
算
機

事
業
部
が
発
足
し
た
の
は
六
四
年
四
月
一
日
、
Ｇ
Ｅ
社
と
の
契
約
が

発
効
し
た
の
は
十
月
一
日
で
あ
る
。 
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岩
下
文
雄 
い
わ
し
た
・
ふ
み
お
：
一
高
か
ら
東
京
大
学
の
政
治
学
科
を
で

て
東
芝
の
前
身
で
あ
る
東
京
電
気
に
入
社
し
た
。
重
電
畑
を
歩
み
、
一
九
四

五
年
取
締
役
に
抜
擢
、
常
務
、
専
務
、
副
社
長
と
昇
進
し
た
。
五
七
年
に
石

坂
泰
三
の
後
を
受
け
て
社
長
に
就
任
し
た
が
、
一
流
意
識
の
強
い
人
物
で
、

社
長
室
に
バ
ス
、
ト
イ
レ
を
備
え
付
け
、
来
客
用
に
専
用
の
料
理
人
を
雇
う

な
ど
、
社
内
に
大
企
業
病
が
は
び
こ
る
要
因
を
作
っ
た
。
電
気
で
動
く
か
つ

お
節
け
ず
り
器
、
機
械
式
の
ハ
エ
た
た
き
を
思
い
つ
い
て
試
作
さ
せ
た
が
、

製
造
コ
ス
ト
が
五
万
円
、
八
万
円
を
超
え
、
商
品
に
は
な
ら
な
か
っ
た
と
い

う
逸
話
が
あ
る
。 

北
辰
電
機 

北
辰
電
機
製
作
所
の
こ
と
。
一
九
八
三
年
横
河
電
機
製
作
所
と

経
営
統
合
し
て
横
河
北
辰
電
機
株
式
会
社（
八
五
年「
横
河
電
機
」と
改
称
）

と
な
っ
た
。 

Ｓ
Ｉ
Ｐ 

Sim
bolic Input Program

：
一
九
五
九
年
二
〜
三
月
、
日
本
電

子
工
業
振
興
協
会
が
Ｓ
Ｉ
Ｐ
分
科
会
を
設
置
し
て
講
習
会
が
行
わ
れ
た
。「
こ

の
こ
ろ
、
世
界
的
に
は
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｎ
、
Ｃ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｌ
、
Ａ
Ｌ
Ｇ
Ｏ
Ｌ
な

ど
高
水
準
言
語
の
開
発
が
盛
ん
で
あ
っ
た
が
、
日
本
で
は
ア
セ
ン
ブ
リ
言
語

が
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
」
と
記
録
さ
れ
る
。

一
九
六
六
年
、
東
京
大
学
大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
が
東
京
都
内
の
高
校
生
を

対
象
に
行
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
室
の
教
材
と
し
て
使
わ
れ
た
記
録
が
残

っ
て
い
る
。 

菅 

要
介 

す
が
・
よ
う
す
け
：
横
浜
国
立
大
学
を
出
て
東
京
芝
浦
電
気
に

入
っ
た
。
一
九
六
三
年
現
在
、
東
京
芝
浦
電
気
の
常
務
取
締
役
と
し
て
名
前

を
連
ね
て
い
る
。 

東
芝
の
電
子
計
算
機
事
業
部 

一
九
六
四
年
十
月
一
日
現
在
の
布
陣
は
、
事

業
部
長
に
森
佐
一
郎
、
副
事
業
部
長
に
牧
野
雄
一
、
営
業
部
長
に
小
板
橋
正

次
郎
、
技
術
部
長
に
守
田
敬
太
郎
、
小
向
工
場
統
括
に
福
田
一
江
だ
っ
た
。

本
文
前
出
の
新
井
正
は
サ
ー
ビ
ス
部
部
長
代
理
、
伊
東
一
郎
は
業
務
課
課
長

代
理
、井
澤
秀
雄
は
営
業
課
主
任
、松
隈
良
材
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
課
課
長
代
理
、

天
羽
浩
平
は
設
計
課
課
長
代
理
だ
っ
た
。 
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